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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上部に開口を有し、高粘性液が収容されるカップ状容器と、上記カップ状容器の軸心に
配置したスタッドと、このスタッドの上端部に加硫接着して、上記スタッドと上記カップ
状容器の上端部との間を液密に封止して上記高粘性液が封入される液密容器を構成する可
撓性密封蓋と、上記スタッドの他端に固着し、上記液密容器に収納された高粘性液内に配
置した可動減衰板と、上記可撓性密封蓋と上記可動減衰板との間に固定され、上記高粘性
液内に設けられ、頭を切った円錐形の透穴が中心部に設けられたドーナツ形状の固定減衰
板と、上記カップ状容器の底面と上記可動減衰板との間に設けたばね部材とから構成し、
　上記スタッドは、上記固定減衰板の透穴を貫通するように配置し、
　上記固定減衰板は、円筒部およびフランジ部を有する取付け部と上記円筒部に固着され
る減衰部とから構成するとともに上下方向に所定厚みを有してなり、
　上記カップ状容器の内周面と上記可動減衰板の外周面との間に第１液通路を形成し、
　上記固定減衰板の透穴の面と上記スタッドの外周面との間に第２液通路を形成した
　ことを特徴とする液体封入式マウント装置。
【請求項２】
　上記固定減衰板の円筒部は、上下方向に所定高さを有することを特徴とする請求項１記
載の液体封入式マウント装置。
【請求項３】
　上記可撓性密封蓋は、ゴムなどの弾性材料をドーナツ状に成形した蓋部材と、フランジ
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部および円筒部で構成した取付け部とから構成し、上記蓋部材の外周側に上記取付け部の
円筒部を加硫接着したことを特徴とする請求項１または請求項２記載の液体封入式マウン
ト装置。
【請求項４】
　上記固定減衰板は、その中心部に設けた透穴の面に少なくとも１個の溝を設けたことを
特徴とする請求項１～請求項３の何れかに記載の液体封入式マウント装置。
【請求項５】
　上記可動減衰板は、上下方向に微小移動可能な状態で上記スタッドの下端に取付けたこ
とを特徴とする請求項１～請求項４の何れかに記載の液体封入式マウント装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、可動減衰板および固定減衰板を設け、上下方向のストロークが大きく、しかも
、大きな減衰が得られる液体封入式マウント装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
上下方向のストロークを大きくとることができる従来の液体封入式マウント装置は、その
代表的なものとして、例えば、特開平７－１２７６８３号公報が提案されている。
この特開平７－１２７６８３号「液体封入式マウント装置」の構造は、下記の通りである
。すなわち、被緩衝体を支持するスタッドの下端に減衰板を取付け、その減衰板を、底を
有する筒状ハウジング内に収納するとともに筒状ハウジング内に粘性液を封入したマウン
ト装置において、減衰板と筒状ハウジングの底との間に荷重支持用のスプリングを設け、
筒状ハウジングの上部に弾性筒体を固定するとともに、弾性筒体の内周にスリーブを介し
てスタッドを軸方向に摺動可能に嵌合させたものである。
この構成の液体封入式マウント装置は、上下方向のストロークを大きく、しかも大きな減
衰が得られる。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、従来の液体封入式マウント装置、特に、筒状ハウジングの上部に弾性筒体
を固定する必要があるうえ、この弾性筒体の内周にスリーブを設ける必要がある。さらに
、このスリーブの内周面とスタッドの外周面の間をシールするため、弾性筒体の下端と可
動減衰板との間にベローズを一体的に連結する必要がある。
なお、上記スタッドは、上記スリーブ内にその軸方向に摺動可能に嵌合する。
このように、大きなストロークを得るための構成が複雑であり、上記ベローズの寿命が短
く、高粘性液が漏れ易いなどの問題点がある。
【０００４】
したがって、本発明の目的は、可動減衰板および固定減衰板を設けた液体封入式マウント
装置の提供にある。
本発明の他の目的は、大きな減衰が得られる液体封入式マウント装置の提供にある。
本発明の更に他の目的は、大きなストロークが得られ液体封入式マウント装置の提供にあ
る。
本発明の更に他の目的は、高粘値液をシールするシール構造を簡単にすることができる液
体封入式マウント装置の提供にある。
【０００５】
本発明の更に他の目的は、横剛性を簡単な構成で強化することができる液体封入式マウン
ト装置の提供にある。
本発明の更に他の目的は、外部から入力する高周波振動を簡単な構成で絶縁することがで
きる液体封入式マウント装置の提供にある。
本発明の更に他の目的は、外部から斜め横方向の入力により、スタッドが斜め方向負荷を
受けて傾いても、減衰を低下することなく、大きな減衰が得られる液体封入式マウント装
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置の提供にある。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　本発明に係る液体封入式マウント装置は、上部に開口を有し、高粘性液が収容されるカ
ップ状容器と、上記カップ状容器の軸心に配置したスタッドと、このスタッドの上端部に
加硫接着して、上記スタッドと上記カップ状容器の上端部との間を液密に封止して上記高
粘性液が封入される液密容器を構成する可撓性密封蓋と、上記スタッドの他端に固着し、
上記液密容器に収納された高粘性液内に配置した可動減衰板と、上記可撓性密封蓋と上記
可動減衰板との間に固定され、上記高粘性液内に設けられ、頭を切った円錐形の透穴が中
心部に設けられたドーナツ形状の固定減衰板と、上記カップ状容器の底面と上記可動減衰
板との間に設けたばね部材とから構成し、上記スタッドは、上記固定減衰板の透穴を貫通
するように配置し、上記固定減衰板は、円筒部およびフランジ部を有する取付け部と上記
円筒部に固着される減衰部とから構成するとともに上下方向に所定厚みを有してなり、上
記カップ状容器の内周面と上記可動減衰板の外周面との間に第１液通路を形成し、上記固
定減衰板の透穴の面と上記スタッドの外周面との間に第２液通路を形成したものである。
本発明に係る液体封入式マウント装置における固定減衰板の円筒部は、上下方向に所定高
さを有することとした請求項１記載のものである。
【０００７】
　本発明に係る液体封入式マウント装置における上記可撓性密封蓋は、ゴムなどの弾性材
料をドーナツ状に成形した蓋部材と、フランジ部および円筒部で構成した取付け部とから
構成し、上記蓋部材の外周側に上記取付け部の円筒部を加硫接着した請求項１または請求
項２記載のものである。
【０００８】
　本発明に係る液体封入式マウントにおける上記固定減衰板は、その中心部に設けた透穴
の面に少なくとも１個の溝を設けたことを特徴とする請求項１～請求項３の何れかに記載
のものである。本発明に係る液体封入式マウント装置における上記可動減衰板は、上下方
向に微小移動可能な状態で上記スタッドの下端に取付けたことを特徴とする請求項１～請
求項４の何れかに記載のものである。
【０００９】
【発明の実施の形態】
図１は本発明に係る液体封入式マウント装置の一実施例を示す断面図である。図において
、１はカップ状容器であり、このカップ状容器１はその上端部にフランジ部１Ａおよび共
締め用爪１Ｂを備え、その底部には高粘性液２を注入するための注入穴１Ｃを備えている
。なお、１Ｄは上記フランジ部１Ａに設けた取付け穴である。３はスタッドであり、この
スタッド３は上記カップ状容器１の軸線に配置し、その上端には取付け用ねじ穴３Ａが設
けられ、その下端には可動減衰板４がスプリングワッシャ５およびナット６により固定さ
れる。７は可撓性密封蓋であり、この可撓性密封蓋７は蓋部材８および取付け部９で構成
する。
この蓋部材８は、一例として、ゴム材料をドーナツ形状に成形したものであり、その中心
穴は上記スタッド３の上端部に液密に加硫接着する。また、上記取付け部９は円筒部９Ａ
およびフランジ部９Ｂを備えている。なお、この円筒部９Ａはこの蓋部材８の外周側に液
密に加硫接着する。また、上記フランジ部９Ｂには取付け用透穴９Ｃを設ける。
【００１０】
１０は固定減衰板であり、この固定減衰板１０はその中心に透穴１０Ａを設け、減衰部１
１および取付け部１２から構成し、この透穴１０Ａの面と上記スタッド３の外周面との間
が第２液流路として機能する。
なお、上記減衰部１１は、一例として、ゴム材料で製造したものであり、その中心に上記
透穴１０Ａを設ける。また、上記取付け部１２は円筒部１２Ａおよびフランジ部１２Ｂか
ら構成し、この円筒部１２Ａに上記減衰部１１を加硫接着する。
また、上記フランジ部１２Ｂに取付け用透穴１２Ｃを設ける。
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１３はコイルスプリングであり、このコイルスプリング１３は上記カップ状容器１の底部
と上記可動減衰板４の間に設ける。１４は栓体であり、この栓体１４は上記カップ状容器
１の底部に設けた注入穴１Ｃに液密に嵌め込まれる。
なお、上記カップ状容器１および上記可撓性密封蓋７により液密容器を構成し、この液密
容器内に上記高粘性液２が収納される。そして、この高粘性液２を上記液密容器に収納（
注入）する場合、カップ状容器１の底部に設けた注入穴１Ｃから行うことができる。
【００１１】
次に、上記構成の液体封入式マウント装置の減衰動作は、上記カップ状容器１の内周面と
上記可動減衰板４の外周面との間に形成される第１液流路を上記高粘性液２が通過するこ
とによる減衰と、上記固定減衰板１０の透穴１０Ａの面と上記スタッド３の外周面との間
に形成される第２液流路を上記高粘性液２が通過することによる減衰とを加えたものにな
り、大きな減衰が得られる。
また、上記可動減衰板４の上下方向のストロークは、上記可撓性密封蓋７とコイルスプリ
ング１３により、大きくとることができる。
更に、上記固定減衰板１０の厚さ（上下方向の高さ）を大きくすることができるため、厚
さが薄い固定減衰板、いいかえれば、板厚のみの固定減衰板による減衰よりも、大きな減
衰を得ることができる。
また、上記可撓性密封蓋７の取付け部９の円筒部９Ａおよびこの円筒部９Ａ上の蓋部材８
のゴム部により、図示せぬ防振部のストッパとして機能する。
なお、上記実施例では、可動減衰板４の外周面は凹凸のない面としたが、これに限定せず
、図２に示すように、複数個、例えば、１８個の溝４Ａを設けてもよいことはもちろんで
ある。
【００１２】
図３は、本発明に係る液体封入式マウント装置の他の実施例を示す断面図である。図にお
いて、２０は可撓性密封蓋であり、この可撓性密封蓋２０は積層蓋部２１および取付け部
２２から構成する。この積層蓋部２１は、一例として、ゴム材料を円筒状に成形した３個
の円筒ゴム２１Ａ～２１Ｃおよび２個の円筒プレート２１Ｄ，２１Ｅを交互に加硫接着し
て構成する。なお、この円筒ゴム２１Ａの内周面は上記スタッド３の上端に加硫接着され
る。
また、上記取付け部２２は円筒部２２Ａおよびフランジ部２２Ｂを備えており、この円筒
部２２Ａは上記円筒ゴム２１Ｃに加硫接着する。なお、上記フランジ部２２Ｂには取付け
用透穴２２Ｃを設ける。
【００１３】
また、上記構成の可撓性密封蓋２０を上記カップ状容器１の上部に液密に取付ける方法に
ついては、図１で説明したと同様であることはもちろんである。
また、上記構成の液体封入式マウント装置の減衰については、図１の構成による減衰と同
様に、大きな減衰が得られる。しかも、可撓密封蓋２０により、大きな横剛性、いいかえ
れば、スタッド３が斜め方向負荷を受けても、簡単には傾かないので、減衰の低下がない
。
なお、上記実施例の積層蓋部２１は、３個の円筒ゴムと２個の円筒プレートを交互に積層
したが、これに限定せず、Ｎ個の円筒ゴムとＮ－１個の円筒プレートを交互に積層しても
よいことはもちろんである。
【００１４】
図４は本発明に係る液体封入式マウント装置の更に他の実施例を示す断面図であり、図５
は図３のＡ１－Ａ２断面を示す図である。図において、２５は摺動式固定減衰板であり、
この摺動式固定減衰板２５は、減衰部２６および取付け部２７から構成する。
特に、減衰部２６は、図４に示すように、内周面の一部がスタッド３の外周面に接触し、
摺動するように構成する。このため、第１液流路は例えば、６本の液流路２６Ａを形成す
る。
上記構成の液体封入式マウント装置は、大きな減衰が得られるうえ、横剛性を更に大きく
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することができる。
【００１５】
図６は本発明に係る液体封入式マウント装置の更に他の実施例を示す断面図である。図に
おいて、３０は高周波用可動減衰機構であり、この高周波用可動減衰機構３０は、可動減
衰板３１、カラー３２およびプレート３３から構成する。この可動減衰板３１は、上下方
向に微小移動可能な状態で上記スタッド３の下端部にカラー３２を介してプレート３３、
上記スプリングワッシャ５および上記ナット６により取付けられる。
上記構成による液体封入式マウント装置は、外部から高周波振動が入力したとき、上記可
動減衰板３１は、上記カラー３１の高さ分だけ微小移動して高周波振動を減衰させ、吸収
することができる。
なお、上記プレート３３は、複数個の透穴（図示せず）を設ける必要があるが、上記コイ
ルスプリング１３のばね圧によって変形しない程度に開けることはもちろんである。
【００１６】
図７は本発明に係る液体封入式マウント装置の更に他の実施例を示す断面図である。図に
おいて、３５は横剛性用固定減衰板であり、この横剛性用固定減衰板３５は減衰部３６お
よび上記取付け部１２から構成する。
なお、上記減衰部３６は、一例として、ゴム材料で製作し、その中心部には頭を切った円
錐穴３６Ａを設ける。また、取付け部１２は、図１に示すように、上記円筒部１２Ａおよ
びフランジ部１２Ｂから構成する。
また、上記頭を切った円錐穴３６Ａの面とスタッド３の外周面との間は、第２液流路を形
成する。
【００１７】
次に、上記構成の液体封入式マウント装置の動作、特に、スタッド３に水平方向の負荷が
加わり、スタッド３が傾いた場合の減衰について、図８を参照して説明する。
まず、水平方向負荷が加わりスタッド３が傾くと、可動減衰板４も傾く。このため、この
可動減衰板４による第１液流路が変形して、その減衰が低下する。
一方、スタッド３の傾きにより、横剛性用固定減衰板３５の頭を切った円錐穴３６Ａとス
タッド３との間の第２液流路は確保され、所定の減衰を確保することができる。このため
、上記第２液流路による減衰が低下せず、総合的な減衰は低下することがない。
【００１８】
図９は本発明に係る液体封入式マウント装置の更に他の実施例を示す断面図であり、特に
、上記可撓性密封蓋２０の上記積層蓋部２１および上記横剛性用固定減衰板３５を用いた
ものである。
上記構成の液体封入式マウント装置は、大きな減衰が得られるうえ、横剛性をさらに強く
することができる。
【００１９】
図１０は本発明に係る液体封入式マウント装置の更に他の実施例を示す断面図であり、特
に、高周波用可動減衰機構３０および横剛性用固定減衰板３５を用いたものである。
上記構成の液体封入式マウント装置は、高周波振動を減衰し、しかも、水平方向の負荷が
加わっても、大きな減衰がえられる。
【００２０】
なお、上記実施例では、上記固定減衰板の減衰部をゴム材料で製造したが、これに限定し
ないことはもちろんである。
また、上記実施例では、上記カップ状容器の下部側面を絞り、容積を少なくしたが、これ
に限定しないことはもちろんである。
また、上記実施例では、上記可動減衰板を平板状としたが、これに限定せず、逆さカップ
状に形成してもよいことはもちろんである。この場合、上記コイルスプリングの一端は、
逆さカップ状の内部に入れることはもちろんである。
更に、この逆さカップ状可動減衰板の外周面に少なくとも１本の長溝を設けてもよいこと
はもちろんである。
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【００２１】
また、上記実施例では、ばね部材としてコイルスプリングを用いたが、これに限定せず、
円錐コイルスプリングなど、更には、ゴムなどの弾性材料を円筒状に形成したものなど、
色々な形式のものを用いることができることはもちろんである。
また、コイルスプリングの線材の断面形状は、丸形を示したが（図１参照）、長方形、正
方形などを用いてもよいことはもちろんである。
また、上記実施例では、コイルスプリングの上端部および下端部の位置決めは、凹部を示
したが（図１参照）、凸部を用いてもよいことはもちろんである。
【００２２】
また、上記実施例では、可撓性密封蓋は、高粘性液の液圧上昇により変形しない厚さに形
成する必要があることはもちろんであるが、布などを入れて、変形に対して強くしたり、
あるいは、蓋の厚さを薄くしてもよいことはもちろんである。
また、上記実施例では、カップ状容器の上端部に設けた共締め用爪を折り曲げることによ
り、上記カップ状容器のフランジ部、固定減衰板の取付け部のフランジ部および上記可撓
性密封蓋の取付け部のフランジ部を液密に一体化した場合を示したが、この共締め用爪を
用いることに限定せず、溶接などの手段によって、液密に一体化してもよいことはもちろ
んである。
【００２３】
また、上記実施例では、上記高粘性液を上記カップ状容器および上記可撓性密封蓋で構成
した液密容器に収容（注入）する場合、このカップ状容器の底部に設けた注入穴から行う
が、これに限定せず、このカップ状容器の底部に注入穴のほか、液密容器内の空気を抜く
ための空気穴（図示せず）を設け、液密容器内への高粘性液に注入と液密容器からの空気
の排出を同時に行うことにより、注入時間を大幅に短縮することができる。さらに、スタ
ッドの軸方向に透穴を設け、この透穴から高粘性液を注入してもよいことはもちろんであ
る。また、真空雰囲気中で、上記高粘性液をカップ状容器に収納したのち、上記可撓性密
封蓋で封してもよいことはもちろんである。
【００２４】
【発明の効果】
以上詳細に説明したように、本発明に係る液体封入式マウント装置によれば、可動減衰板
および固定減衰板を設けることにより、大きな減衰が得られること、
また、スタッドの上端に可撓性密封蓋を液密に接着し、スタッドの下端に可動減衰板を介
してばね部材を設けることにより、上下方向のストロークを大きくすることができること
、
また、可撓性密封蓋は蓋部と取付け部で構成することにより、カップ状容器の上部を簡単
な構成で液密にシールすることができること、
また、可撓性密封蓋の積層蓋部により、横剛性を強化することができること。
【００２５】
また、可動減衰板を微小移動可能にスタッドの他端に取付けることにより、高周波振動を
容易に減衰することができること、
また、固定減衰板の透穴の面の一部をスタッドの外周面に接触・摺動可能にすることによ
り、横剛性を更に強化することができること、
また、固定減衰板の透穴を、頭を切った円錐にすることにより、スタッドが斜め方向の負
荷を受けて傾いても、大きな減衰が得られること、などの効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る液体封入式マウント装置の一実施例を示す断面図である。
【図２】図１における可動減衰板の他の実施例を示す平面図である。
【図３】本発明に係る液体封入式マウント装置の他の実施例を示す断面図である。
【図４】本発明に係る液体封入式マウント装置の更に他の実施例を示す断面図である。
【図５】図４のＡ１－Ａ２断面を示す図である。
【図６】本発明に係る液体封入式マウント装置の更に他の実施例を示す断面図である。
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【図７】本発明に係る液体封入式マウント装置の更に他の実施例を示す断面図である。
【図８】図７の減衰動作を説明するための図である。
【図９】本発明に係る液体封入式マウント装置の更に他の実施例を示す断面図である。
【図１０】本発明に係る液体封入式マウント装置の更に他の実施例を示す断面図である。
【符号の説明】
１・・・カップ状容器
１Ａ・・・フランジ部
１Ｂ・・・共締め用爪
１Ｃ・・・注入穴
１Ｄ・・・取付け穴
２・・・高粘性液
３・・・スタッド
４・・・可動減衰板
４Ａ・・・構
５・・・スプリングワッシヤ
６・・・ナット
７・・・可撓性密封蓋
８・・・蓋部材
９・・・取付け部
９Ａ・・・円筒部
９Ｂ・・・フランジ部
１０・・・固定減衰板
１０Ａ・・・透穴
１１・・・減衰部
１２・・・取付け部
１２Ａ・・・円筒部
１２Ｂ・・・フランジ部
１３・・・コイルスプリング
１４・・・栓体
２０・・・可撓性密封蓋
２１・・・積層蓋部
２１Ａ～２１Ｃ・・・円筒ゴム
２１Ｄ，２１Ｅ・・・円筒プレート
２２・・・取付け部
２２Ａ・・・円筒部
２２Ｂ・・・フランジ部
２２Ｃ・・・取付け用透穴
２５・・・摺動式固定減衰板
２６・・・減衰部
２７・・・取付け部
３０・・・高周波用可動減衰機構
３１・・・可動減衰板
３２・・・カラー
３３・・・プレート
３５・・・横剛性用固定減衰板
３６・・・減衰部
３６Ａ・・・頭を切った円錐穴
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